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BIM/IFC × AI 積算ソリューション
手動拾いエラーと工数を大幅削減  |  設計変更時もリアルタイム反映  |  バリューチェーン間でロジック共有

背景 — 積算とは
• 建築工事に必要なコストを算出する業務。資材数量・工事費用・管理費を積み上げて工事金額を算定する
• 単価の参照先 : 刊行物（建設物価等）、統計情報、メーカーカタログ、個社基準単価表、過去見積実績など多岐にわたる

課題 — 4 つのペインポイント

手作業による負担
数量拾いエラー率 5 〜 15% 。設計変更のたびにゼロからやり直し

属人化による品質ばらつき
担当者スキル依存。ゼネコン・サブコン間の二重検証が発生

BIM データの未活用
BIM モデルの形状・属性・数量情報が眠っている

データソースの多様性
刊行物・カタログ・基準単価表の多段参照。表記揺れ→名寄せが膨大

ソリューション — IFC × AI で一気通貫自動化

• IFC データから材料・数量を自動抽出 → 単価テーブル自動マッチング → コスト算出 → レポート生成
• Amazon Bedrock AgentCore が最適なツール呼び出しを自動判断し実行

IFC 解析 数量拾い 単価照合 コスト計算 レポート
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積算デモ — 4 ステップウィザード

Step 1 — IFC ファイル選択

• S3 バケットから IFC ファイルを選択
• 配管・ダクト・壁 / 床 / 天井・柱 / 梁など多様な 

IFC 要素に対応

Step 2 — 単価テーブル設定

• CSV で単価テーブルをアップロード
• カテゴリ別の単価マッピングを設定

Step 3 — 積算実行

• AgentCore が数量拾い→単価マッチング→コスト計
算を非同期実行

• 未マッチ項目も AI が原因分析

Step 4 — 結果表示

• カテゴリ別・階層別テーブルで表示
• 3D ビューアでクリック→ハイライト。 JSON/CSV 

レポート出力

BIM/IFC × AI 積算ソリューション
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BIM × LCA ソリューション
設計初期から IFC × EPD データの自動統合で LCA 計算が可能  |  データスペース（ウラノスエコシステム等）で安全な共有

背景 — LCA（ライフサイクルアセスメント）とは

建物のライフサイクル全体を通じた環境負荷を定量的に評価する手法。特に CO ₂排出量の算出が重要で、建材メーカー固有または業界
平均の排出係数データを データを活用する。2028年に日本国内でも報告義務化を予定している。

原材料調達 製造 建設 運用 解体・廃棄

課題 — LCA の現状
• CO ₂排出量データを個別メーカーから手動収集 — 工数が膨大
• EPD/PCF データ登録が乏しく、また最新データの維持が困難
• 建材数が膨大で、適切な排出係数割り当てのための業務負担が高く
• 設計確定後に初めて LCA 実施 → 設計段階での低炭素化見直し機会の喪失

ソリューション — 積算基盤を活用した LCA 自動算出
積算（Cost Estimation）

• 建材「数量」× 単価テーブル → コスト算出
• 材料費・労務費・管理費を算出

LCA（ライフサイクルアセスメント）

• 建材「数量」× EPD/PCF データ → CO ₂排出量算出
• マテリアルパスポート生成

→ 同じ IFC データ + 同じ AgentCore 基盤で両方を自動実行可能
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BIM x LCA デモ

IFC × EPD含む排出係数データベースに自動統合

• BIM 建材情報に EPD データベースを自動マッチング
• 各建材の CO ₂排出原単位を紐付け
• 手動データ収集の工数を大幅削減

CO ₂排出量 自動計算

• 建材数量 × EPD 原単位 → カテゴリ別 CO ₂排出量
• 階層別・建材別のレポート自動生成
• 設計初期段階から環境影響を可視化

LCA算出とマテリアルパスポート生成

• 全建材の環境情報を一元化・構造化
• 解体・リサイクル計画にも活用可能

BIM × LCA ソリューション
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RAPID — AI 書類審査ソリューション

大量のドキュメント審査/レビューを効率化

解決できる課題
• 書類の審査、確認業務の負荷低減
• 知識・経験の差による属人性の低減

主な機能
• チェック項目の構造化と管理
• AI による審査業務のサポート
• 判断根拠と信頼度の提示による透明性確保

生成AI
Amazon Bedrock 審査レポート

審査書類/画像
チェックリスト

人間によるチェック
Human-in-the-Loop

PubSecブースにて展示

https://github.com/aws-samples/review-and-assessment-powered-by-intelligent-documentation

https://github.com/aws-samples/review-and-assessment-powered-by-intelligent-documentation
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法規チェックエージェント
マルチエージェントで建築基準法を横断チェック。並列実行で高速判定

人間と同じ思考プロセス
Agent の各ステップ (思考、調査、判断) を
明示的に記録

調査プロセスを可視化
条件整理 → タスク定義 → 調査 → 最終判断
の全フローをリアルタイムで記録

常に最新の法令 (e-gov) を参照
事前のデータ整備・データモデル定義が不要
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AI Urban Digital Twin
オープンデータ×自社データ融合の AI 都市分析。 3D マップ上にデータ可視化。

オープンデータ融合
人口統計・地価・交通量・ POI など
公開データ と 自社データ を統合し
AI が都市特性を多角的に分析

3D マップ可視化
MCP 連携で対話型分析を実現
「この地域の将来人口は？」などの
自然言語クエリに即座に回答

エリア分析工数 大幅短縮
従来 数週間かかるエリア分析を
AI が数時間で完了
不動産開発・用地選定の判断を加速

AWS サービス構成

Amazon 
Location
Service

Amazon
Bedrock

Amazon 
Bedrock 

AgentCore

エリア分析時間

数週間 → 数時間
ユースケース

用地選定 商圏分析 都市計画

デモ : 3D マップ上で対話しながらエリア特性を分析。
周辺施設・人口動態・地価推移をリアルタイム表示。

+ MCP



© 2026, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved. 

不動産流通支援 AI エージェント
Web/ 電話 / チャットのオムニチャネル対応。物件提案から内覧予約まで 24 時間 AI 完結。

Web チャット

Web サイト上で AI が即座に対応
希望条件をヒアリングし
最適な物件を提案
そのまま内覧予約まで完結

電話 (Connect)

電話問い合わせに AI 音声で対応
リアルタイム音声認識で
意図を理解し即座に回答
営業時間外も 24 時間稼働

メッセージアプリ

AI が常駐し、プッシュ通知や
メールを通じた案内が可能
新着物件を自動案内
顧客との継続的な関係を構築

AWS サービス構成

Amazon
Connect

Customer

Amazon
Bedrock

AgentCore

Amazon
Bedrock

効果 問い合わせ対応コスト

60% 削減
AI 対応時間

24 時間 365 日
対応範囲
提案→内覧予約完結

デモ : 電話で「駅近の 2LDK を探している」→ AI が条件整理→物件 3 件提案→内覧日時をその場で確定
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背景 — IDS (Information Delivery Specifications) とは

IFC に対する情報要件をコンピュータが解釈可能な形式で定義する国際標準

データ検証の自動化 ライフサイクルを通じた
情報の価値維持

ソフトウェアを問わない
共通の物差し

BIM建築確認申請の
効率化

課題 —チェック業務の煩雑さ / データの作り替えの難しさ

ソリューション — AI を用いて BIM の要件定義書から IDS を作成するアプローチ​

IFC/IDSバージョン管理

 プロジェクトのフェーズ (意匠/構造/設
備...) や、ユースケース (デジタルツイン
/街づくり) 単位で IFC と IDS を管理

 バージョン管理することで、
修正後の差異を確認

IFC-IDS Checker / IDS Maker
AI が建築基準法を解析し IDS ルール自動生成 + IFC モデルをパラレル検証

・BIM の標準ルールはあるが、完成物が実際に仕様に沿っているかチェックするのが大変
・後工程など別のユースケースで活用すると、BIM作り替えが大変。そもそもどのようなデータを入れれば良いかの定義も難しい

BIMのデータ要件からIDS作成

 要件の箇条書き PDFを元に、BIMに求め
るデータ要件一覧を作成

 要件一覧から、1つのIDSを作成

個々の要件を修正/作成

 必要に応じて、作成されたIDSの
Specification単位での細かい修正

 単独のSpecification作成

IDSによるIFCのチェック

 ifcOpenShell の
ifcTester による自動検証

 検証結果の確認

チェックが通らなかった項目の分析、及び修正

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/parallel-ids-builder-with-amazon-bedrock-agentcore-and-aws-step-functions/
 技術ブログ 📝 BIM データの要件定義から IDS を自動生成する: 生成 AI と AgentCore で実現するパラレル IDS ビルダー

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/parallel-ids-builder-with-amazon-bedrock-agentcore-and-aws-step-functions/
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Blueprint Platform

背景 — 図面管理における課題

建物のライフサイクル全体を通じた環境負荷を定量的に評価する手法。特に CO ₂排出量の算出が重要で、建材メーカー固有または業界
平均の排出係数データを データを活用する。2028年に日本国内でも報告義務化を予定している。

バージョン管理の煩雑さ

• 設計変更のたびに PDF が発
行され、どのページが変
わったか特定に膨大な時間

ソリューション — PDF アップロードから差分検出まで、完全自動化

建築図面のライフサイクルを変えるAI 駆動の図面管理プラットフォーム

図面比較の非効率性

• 旧版と新版の差分を目視で
確認する作業は見落としリ
スクが高い

設計図と製作図の照合作業

• 通り芯の間隔・部材名の整
合チェックをすべて人手で
実施

メタデータ・タグ付けの
手動作業
• 図面の種別分類やメタデー

タ付与が手作業に依存

図面間の関連性把握が困難

• 異なる図面間の関連箇所を
紐付けて管理する仕組みが
ない
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施設管理 + AI Agent
IoT×AI の次世代ビル管理。設備予兆検知・エネルギー最適化・テナント対応自動化。

背景 — 施設の"いま"が見えない

全体が見えない
・管理施設が数十〜数千に散在し、
　「どこが一番危険か」を一元的に把握する
　手段がない。
・台帳がExcel・紙・個別システムに
　分散し横比較不可。

判断が属人的
・修繕優先度の判断が熟練者の勘に依存し、
　退職で知見が消失
・施設情報の問い合わせは担当者が台帳を
　探して手動回答。報告書作成も膨大な工数

行かないと分からない
・設備状態の確認に毎回現地巡回が必要。
・遠隔地は巡回頻度が落ち問題発見が遅れる。
・図面・写真だけでは空間把握が困難。

地図上の施設可視化
地図ベースで管理施設を一覧
劣化ランク・ FCI 値で色分け

施設の設備状態・修繕履歴も確認

AI アシスタント
施設に関する質問に回答

劣化予測・修繕優先度の提案
自然言語で施設情報を検索

Digital Twin（3D）
建物の 3D モデル表示

設備の状態を色で可視化
現地に行かずに状況把握

ソリューション — 地図 × AI × デジタルツイン で解決！

ユースケース

FM（施設管理）会社
• 大量施設の一元可視化
• 劣化予測による予防保全
• AI で修繕計画を最適化
• 報告書作成の自動化

不動産デベロッパー
• アセットポートフォリオ管理
• テナント対応の効率化
• 設備投資判断のデータ化
• Digital Twin で遠隔監視

自治体インフラ管理
• 公共施設マネジメント計画
• 市民参加（QR 報告）
• 長寿命化計画の策定支援
• 議会説明用データ可視化
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施設管理 + AI Agent

地図・デジタルツイン上の施設可視化 AI アシスタント
地図ベースで管理施設を一覧
劣化ランク・ FCI 値で色分け

施設の設備状態・修繕履歴も確認

施設に関する質問に回答
劣化予測・修繕優先度の提案
自然言語で施設情報を検索
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PMIS — AI × 建設プロジェクト管理
BIM×WBS 連携でコスト・スケジュール・品質をリアルタイムに可視化し、 AI 予測分析で先手の意思決定を支援

AI エージェント予測分析

・コスト分析：予算超過の
　早期検知

・スケジュール分析：遅延予測
　とクリティカルパス最適化

・天候分析：気象データに
　基づく作業影響予測

リアルタイム通知＆変更追跡

・タスク・スケジュール変更時に
　PJ 関係者へ即時通知

・通知クリックで変更箇所を
　ワンクリック特定

・変更の影響範囲を自動で
　可視化・共有

5D BIM 統合ダッシュボード

・3D モデル＋コスト＋
　スケジュールの統合可視化

・自然言語でのプロジェクト
　状況問い合わせ

・利益インパクト順に
　ランク付けされたインサイト

背景 — 建設プロジェクトでのコスト・スケジュール・品質の管理は課題がある

80%+
のプロジェクトが予算超過

60%
がスケジュール遅延

出典 : PwC Capital Projects & Infrastructure Outlook 2024

本ソリューションで解決
AI 予測 × 即時通知 × 統合可視化で
これらの課題を根本から改善

• 利益率の改善
• 意思決定リードタイムの短縮
• 手戻りコストの削減

ソリューション — 建設プロジェクトでのコスト・スケジュール・品質の管理は課題がある

5D BIM 統合
ダッシュボードAI Agentによる

リスク分析・予測

天候による
リスク分析

AIチャット
での深掘り

Etc…
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背景 — カメラ導入は進んでいるが、”活用” が追いついていない
• 遠隔臨場・安全管理・2024年問題を背景に、建設現場へのカメラ設置が急増
• しかし映像は「撮りっぱなし」── 見る人も分析する仕組みもない
• 生成AIが、カメラの"目"に"頭脳"を与える成AIがその頭脳になる。

課題 と ソリューション 

Camera Management
RTSP/RTMP/VSaaS/S3 等あらゆ

るカメラを統合管理

CEDIX — 建設現場 AI 映像解析

Collector
リアルタイム＆バッチで映像を

自動収集・録画

Detector
自然言語プロンプトでカメラご
とに検知内容を設定。AI専門知

識不要

Notify
検知時に即時通知。重要イベン

トだけをアラート

https://github.com/aws-samples/sample-camera-edge-data-intelligence-transformation-with-bedrock

Analytics
全文検索・時系列インサイト・

AIレポート自動生成

現場の多様なカメラ映像をクラウドに統合し、生成AIで自動分析。24時間映像を人が見続ける必要をなくす。

カメラがバラバラで
一元管理できない

映像データが
整理されず埋もれる

検知ルール変更に
開発が必要

問題発生に気づけない（事後確
認になる）

蓄積データが
分析されない

https://github.com/aws-samples/sample-camera-edge-data-intelligence-transformation-with-bedrock
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Collaborative - Construction
人とAIが協働する、設計プロジェクトのオーケストレーション

人が足りない
技能労働者2025年に最大93万人不足。時間外上限規制で投入時
間も増やせない

→
AI Agentがタスクを自律実行
人は判断・レビューに専念

作業が直列で遅い
図面チェック1,000枚=10,000分。リードタイムが工期を圧迫 →

 並列実行 (Construction)
→独立タスクを同時処理 作業時間50%削減

知見が人に閉じている
PJの経緯・判断根拠が担当者の頭の中。引継ぎ困難 →

ナレッジグラフ
全来歴を記録、AIチャットで経緯把握

人とAIの役割が曖昧
AIに全部任せるのは不安、全部人がやる余裕もない →

Inception/Construction/Review
→人が定義 AI →が実行 人がレビューの明確なサイクル

データ・ツールがバラバラ
図面Autodesk/法令e-Gov/自社基準DB…参照先が分散 →

MCP  制御 + Project Files
PJごとにツール・データを安全に接続

課題

人手不足や高齢化、2024年問題により、
投入できる人と時間を増やすことが難し

くなっている

ニーズ

投入できる人や時間を増やせない以上、
一人ひとりの生産性を高める必要がある

打ち手

AI Agent が業務の一部を担うことで、人
は判断とレビューに専念できる
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Collaborative Construction
ユーザーの設計業務に対する要求事項をエージェントが理解し、自律的にタスクを実行

①ユーザーの要件

 AI Agent② が要件を整理

③ 要件をタスクに分解し、
非同期、並列に実行
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IFC Viewer with GraphRAG
自然言語で BIM データを 3D 検索・可視化 — BIM データの民主化

 技術ブログ 📝 : BIM データを生成 AI で活用する: IFC を RDF グラフに変換し Amazon Neptune で問い合わせるアーキテクチャ
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/bim-graph-on-amazon-neptune-with-text-to-sparql/

⚠️ 専門知識の必要性
・学習コストが高く、育成費用や
　時間が負担になる

 💰 ライセンスコスト
・ソフトやシステム等の維持費用
　が負担になる

 🤔 必要性への疑問
・CAD 等で問題なく業務が
　出来るので必要性を感じない

📋 二重作業の発生
・確認申請のために紙やPDFへの
　出力が必要となり、
　結果として二重作業になる

🔗 ソフト間連携
・BIM 活用環境が取引先ごとに
　異なり、対応するための
　手間が増加する

🧗 データの一貫性
・工程毎で BIM が導入/統一されて
　
　おらず、分野をまたいだデータ
　連携ができない

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/bim-graph-on-amazon-neptune-with-text-to-sparql/
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